
の概要

＊1961年創立

＊国連経済社会理事会諮問資格

ジェネラル（カテゴリーⅠ）認定

＊内閣府認定「公益財団法人」



・対象エリア 約100ヘクタール（世界文化遺産エリア内）
・来年度から第二期開始予定、新規参画企業募集中（fujisan@oisca.org）

企業との協働による森づくり事例

mailto:fujisan@oisca.org


真鶴町における協働事例

活動ニーズ

江戸時代から植えられ守られてきた
「魚つき保安林」＝「御林」

近年、クロマツの倒木が激化している。
「何が起こっているのか？」
客観的な状況把握が急務

しかし、町に「人」「もの」「資金」「知識」のリソースが不足



協働の歩み

2015年
4月

2016
2月
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月
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月

4月

時間軸

協
働
取
組
の
進
展
度

真鶴町×オイスカ
※アクション・ファースト
・まず調査（アクション）
を先行して開始し、ステー
クホルダーを結集するプロ
セス実施を検討

Ⅰ：模索期 Ⅱ：チームづくり期
Ⅲ：SH巻き込み期

Ⅳ：SH拡大期
Ⅴ：役場浸透期

Ⅵ：全体周知期

町民主体
プロット
調査

SH合同
プロット
調査

調査
報告会

町役場職員
事前説明会
プロット調査

•町役場全体にお林
の現状が認識された

アウトカム
・地域住民が魚つき林の整備方針策定を合
意できる土壌づくり
・協働体制の構築

森林総研
の監修で調
査方法を
検討するた
めの現地調
査を実施

観光協会、漁
協、県内企業、
日大など

7月

KDDI社員
プロット調査

•町民の多くにお林の現状と
調査活動が周知された

SH合同
プロット
調査

お林保全
協議会
準備会

KDDI×オイスカ
新たな社会貢献活動
フィールドの相談
・クリック募金支援
・「スマート魚つき林」

+αプロジェクト
による寄附

タブレット+クラウド
サービスを活用した
調査支援の検討

2回目の調査に向
けてタブレット活用
方法を協議

Ⅶ：自立発展期

現場調査において
・効率的な作業分担
・計測漏れ防止
・誤計測の発見
・成長量の迅速な把握

に絶大な効果



成果【森林データ】
KDDIが提供するクラウドサービス「Google Apps」上でのデータ管理

43ヵ所の調査プロット、計933本分の2年間のデータを蓄積

国立研究開発法人 森林総合研究所により分析、町へ答申予定



成果【協働体制の構築】

町役場
町民

漁協
商工会

2016年6月
「真鶴町お林保全協議会準備会」

発足



社名 KDDI株式会社

創業 1984年6月1日

事業内容 電気通信事業

本社所在地
東京都千代田区飯田橋
3丁目10番10号

代表取締役社長 田中 孝司

資本金 141,851百万円

社員数 （注） 31,834人(連結ベース)

（注）2016年3月末時点

KDDI 会社概要



豊かなコミュニケーション社会の発展に
貢献する

ＫＤＤＩの企業理念

CSRの考え方・ビジョン

通信事業者ならではの
ICTやノウハウを活かして、

社会課題の解決に寄与する。

ＫＤＤＩのCSRの考え方



9

KDDIのCSR活動

KDDIスマホ・ケータイ安全教室

安心・安全な情報通信社会の実現

聴覚障がい者向けIT教室

障がい者支援の取り組み

社会課題①

子ども
・スマホやケータイを通じての
トラブル

高齢者
・デジタルデバイドの拡大

社会課題②

障がい者
・職業選択肢の少なさ
（メーカーでのライン作業や、
経理業務が主な就職先）
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KDDIのCSR活動
社会課題③

地球温暖化
・CO2排出による地球温暖化
・生物多様性

社会課題④

東日本大震災や熊本地震から
の復興
・がれき撤去
・コミュニティ崩壊
・高齢者の生活再建・生きがい
・顧客や販路の喪失

全国で社員ボランティア実施

環境保全活動への取り組み

仮設住宅でのタブレット教室

復興支援への取り組み



真鶴町プロジェクト参画に至った背景

公益財団法人オイスカ

KDDIクリック募金
（1クリック＝1円）

活動を
ご支援

真鶴町「魚つき保安林」保全プロジェクトへ協力
クリック募金による寄付金の一部を使用！

魚つき保安林に設置された看板
※魚つき林内でのルールを記載



真鶴町プロジェクトの取り組み概要
真鶴町プロジェクト

【啓発・地域活性化活動】
真鶴町・オイスカ・KDDI・

多摩美術大学
多摩美術大学「ソーシャルデザイン授業」
を通じて、真鶴町の貴重な森林資源を活
かしながら、情報発信・観光誘致を目的と
した「デジタルコンテンツ」などを企画

【森林保全調査活動】
真鶴町・オイスカ・KDDIなど

魚つき保安林の保全に向けた
調査活動を実施。調査には、

KDDIソリューションサービスの提供や
KDDI社員ボランティアも参加

産官学連携

授業の目的を説明する
KDDI社員

企画内容の案だしの様子 学生がデザインし、KDDIのAR機能を
塔載した「真鶴おさかな号」



魚つき保安林保全調査への協力

社員ボランティア協力

タブレット に
調査情報を
入力！

メール、ドキュメントなどをクラウド上で利用可能

ソリューションサービス提供

真鶴町魚つき保安林調査

タブレット貸出

KDDI各種
リソースを活用

※2015年度より年2回、計3回の調査へ社員ボランティアが参加

①ナンバーテープの番号/ ②樹種/ ③周囲長/ ④備考 を測定



CSR活動に参加した社員の変化

1度の参加をきっかけに… 森林保全活動など
他の活動に参加する社員が多い

実際に活動に
参加してみると、
想像以上に楽し
かった。他の活
動にも参加して
みたくなった。

他部署の社員も
参加しており、
色々な人と交流
できるのがよい。

購買統括部 横山さん 人事部 大久保さん



本業を活かした社会貢献活動

活動ニーズ

（＝ 社会課題の認識）

活動ニーズ

（＝ 社会課題の認識）

課題解決プロセスの実践or参画

（＝ 課題解決に向けた検討や活動への参加）

課題解決プロセスの実践or参画

（＝ 課題解決に向けた検討や活動への参加）

本業を活かした社会貢献活動

（＝ 活動へのICT技術やノウハウの活用）

本業を活かした社会貢献活動

（＝ 活動へのICT技術やノウハウの活用）



ご清聴、ありがとうございました。


